
開催日 時間割 内  容 講師 

1日目 

Ⅰ 
13：00 
～14：00 配布物及びスケジュール確認、自己紹介を通じた受講目的の明確化 など。 

事務局 
(アグリフューチャージャパン) 

Ⅱ 
14：00 
～15：15 

次世代農業者に求められる資質や能力を学ぶと共に、農業経営者としての役割につ
いて学ぶ。 

(公社)日本農業法人協会 会長 
㈲藤岡農産 代表取締役 
藤岡 茂憲 氏 

Ⅲ 
15：30 
～17：00 

「マーケティング」をテーマに、これからの農業に必要となる基礎的な経営力を身

に付ける。 

駒澤大学経営学部市場戦略学科 
教授 青木 茂樹 氏 

Ⅳ 
17：15 
～18：30 

 

先進農業法人での2年間の研修を経て独立就農。農業経営を安定化させるために

行っている取組みについて学ぶ。 

(有)サニタスガーデン 
代表取締役 山田 広治 氏 

2日目 

Ⅰ 
9：00 
～10：45 

酪農家子弟で就農した事例。6次化を実践し、農林水産大臣賞をはじめ数々の賞を

受賞。ブランド化、6次化について学ぶ。 

(有)十勝しんむら牧場 
代表取締役 新村 浩隆 氏 

Ⅱ 
11：00 
～12：45 

らでぃっしゅぼーや㈱の取組みや理念、食品流通に関わる立場から生産者に望むこ

とや、現在の流通について学ぶ。 

らでぃっしゅぼーや㈱農産部長 
Radixの会 常務理事 
後藤 和明 氏 

Ⅲ 
13：45 
～17：00 環境分析概論の後、講師1名を選んでグループワークにてSWOT分析の演習、発表。 

事務局 
(アグリフューチャージャパン) 

Ⅳ 
17：15 
～18：00 

本日までの学び（気づき）をグループワークでまとめ、グループ単位での発表を通

じて全体で共有する。 

事務局 
(アグリフューチャージャパン) 

Ⅴ 
18：00 
～18：30 講義・グループワークを通し、農業で実践したい目標や目的の再設定をする。 

事務局 
(アグリフューチャージャパン) 

 
 
3日目 

Ⅰ 
9：00 
～12：00 

 

就農後、何を目指して農業に取り組むのか？ 自らが農業を営む目的やビジョンに

ついて発表する。 

事務局 
(アグリフューチャージャパン) 

Ⅱ 
 

12：00 
～12：30 

 
事務局 
(アグリフューチャージャパン) 

12/9 
(月) 

12/10 

(火) 

12/11 
(水) 

藤岡 茂憲  氏 （有限会社藤岡農産 代表取締役） 

青木 茂樹 氏（駒澤大学経営学部市場戦略学科 教授） 

マーケティング、マーケティング・チャネル論、流通システム論を専
門とし、研究教育活動の傍ら山梨県産業振興ビジョンの検討をはじめ、
地域活性化や山梨県特選農産物認証委員会委員を歴任するなど数々の
アドバイスを行っている。 著書に『マーケティング戦略論』 芙蓉
書房 2008 がある。 

新村 浩隆 氏（ 有限会社十勝しんむら牧場 代表取締役 ） 

北海道で酪農を営む新村牧場の４代目。酪農学園大学卒業後、１年間
国内外各地にて放牧酪農を学び、その後、繋ぎ飼育から放牧酪農に転
換。2000年に牧場内に乳製品加工場を立ち上げ、ミルクジャムの製
造、販売を開始。農林水産大臣賞、コープさっぽろ農業賞、HAL農
業賞他受賞多数。農商工連携８８選に選出されている。 

水稲、大豆の大規模農業と高品質化を推進し、独自ブランド米として
他地域との差別化を行う。 
また、インターネットを活用し地域特産品の販売に取り組んでいる。 

山田 広治 氏（ 有限会社サニタスガーデン 代表取締役） 

大学在学中の海外視察をきっかけに農業に興味を持ち、国内教育機関
での学びを経て青年海外協力隊としてアフリカで農業の技術指導を行
う。帰国後、株式会社野菜くらぶの独立支援プログラムでの研修の後、
独立就農した。現在は青森県の黒石市内でレタスを栽培。株式会社野
菜くらぶの産地リレーの一翼を担っている。 

後藤 和明 氏（らでぃっしゅぼーや株式会社 農産部長、Radixの会 常務理事） 

らでぃっしゅぼーや株式会社の農産部長として、安全で環境にやさし
い商品を選ぶという持続可能なライフスタイルを提案し続けている。
また、同社との取引を行う生産者・メーカー有志によって組織される
非営利の任意団体Radix の会常任理事として環境保全型農業の普及に
も務めている。 

 

e-ラーニング 
 
※お申込み時にe-
ラーニングのアカ
ウントを発行いた
します。 

本セミナーは、集合研修とe-ラーニングを組合せて構成されます。 
受講者の方には、当法人のe-ラーニングの内、以下のコンテンツを視聴していただきます。 

事前課題 農業にまつわる外部環境、関連講義（マクロ環境） 日本農業経営大学校 校長 岸 康彦 氏 

事後課題 

活躍中の地域農業者や企業の第一線で活躍する講師陣から、農業クラウドの活用、

JGAPを活用したリスク管理、都市と農村を繋ぐ企業の事例、地域リーダーの資質、

経営計画書作成についての講義を視聴し、自身が実践する農業経営を再考します。 

㈱Bistroくるるん 代表取締役 松藤富士子氏 
日本GAP協会 専務理事 武田泰明氏 
㈱JTBコーポレートセールス 山下真輝氏 
(有)伊豆沼農産 代表取締役 伊藤秀雄氏 


